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参加者の手応えを感じた卒業生と在学生との交流会 

２月５日（土）に、今年度の「卒業生と在学生との交流会」が行われました。この取り

組みは、教職センター設立以来、毎年行っている活動で、これまで相模女子大学を卒業し、

保育や教育の世界で働いている先輩達をお招きして、仕事の内容ややりがい、大学生への

メッセージなどを話していただく会です。１月中旬から急激にコロナがまん延してきたこ

ともあり、昨年同様、ＺＯＯＭを使ったオンラインでの開催となりましたが、参加した在

学生は３５名と、昨年度の倍以上の人数でした。 
最初に田畑学長と吉岡センター長より挨拶をいただき、諏訪部先生の進行により４名の

発表者が話していきました。卒業生の代表は、保育園、小学校、高等学校、学校栄養職（栄

養教諭）で、それぞれの話からは職場で経験を積み重ね、立派な保育士、教諭として活躍

していることが伝わってきました。発表後の質問タイムでは、職種に対する質問が偏るこ

となく、それぞれの卒業生がとても丁寧に答えてくれたので、質問者はもちろんのこと、

聞いている人も満足しているようでした。最後に、関係する学科や教職センターの先生方

からの感想もあり、２回目のオンライン形式の交流会は充実したものとなりました。 
参加した在学生からは、「勉強になった」「参加してよかった」「す

ごくためになった」「忙しい中に話してくれて感謝したい」等の感想

があり、話をした卒業生からも「よい経験になり、仕事に対するモ

チベーションが上がりました」や「大変ありがたい機会だった。今

後も何かあったら協力したい」という声もいただき、この会の目的

以上の成果を感じることができました。 
また、回を重ねるごとに、計画立案、事前の周知、当日の進行、

事後の振り返り等、運営方法も充実してきています。今年度も卒業

生からのメッセー

ジ集」を発行したので、今後の活用を図り

たいと考えています。 
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